
データシート V4を使って現場でデータ処理する方法 （2012/10/6） 

 

データシート V4 は、V3 と基本的な部分は変更されていませんが、回帰分析した値を手

入力から自動入力に変更しました（いままで見つけられなかった関数を見つけたという方

が正しい）。このことにより、回帰直線の傾き（tanφ）と切片（ｃ）を転記する必要が無く

なりました。 

＜用いた統計関数＞ 

INTERCEPT 線形回帰直線の切片の値を返します。  

SLOPE 回帰直線の傾きを返します。 

RSQ ピアソンの積率相関係数の 2 乗値を返します。 

 

 

 また、現場計測では、現場で答えが得られるのに越したことはありません。とはいえノ

ートパソコンを持ち込むのも大変です。iPad で何とかならないかと試行錯誤していたら、

できるようになりました。 

 iPad用のエクセルが読めて編集できるスプレッドシートソフトはいくつかあるのですが、

土検棒用のデータシートに対応できるのは、いまのところ Numbers というソフトだけ確認

できています。すこし書式を修正する必要があったりしますが、上記の統計関数などもバ

ッチリサポートしていましたので、便利だと思います。 

 パソコンのデータを Numbers で読む方法はいろいろ上手なやり方があるのだろうと思い

ますが、私の方法は、 

(1)エクセルファイルをメールで送り、iPadで受信する 

(2)表示させたら、右上のボタンを押して「Numbersで開く」を選択します 

(3)Numbers にダウンロードされ、一部の関数が読みこめないというようなメッセージが出

ますが、いまのところ致命的な個所ではないようです。 

(4)粘着力の数字等、小数点以下の桁取りがうまくいかないので、右上のペンキのハケマー

クのボタンを押して、数字の書式を設定します。 

(5)計測が終わったら、ツールボタンを押し「メールで送信」でエクセル形式で送信します。

全く元通りのイメージという訳ではありませんが、実用に耐えるレベルで windows マシン

に転送されます。 

  



 

iPad上での Numbersの表示 

（数字の桁どり表示修正後；ｃと重力加速度を修正しています） 

  



 

Numbersソフト（￥850）；今後もっと互換性の良いものが出てくるかもしれません。 


